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「あの日を忘れない！」 
           校長  松永 裕思 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、東日本大震災当時請戸小学校

で６年生だった方が１０年たったときに

書いた作文です。 

震災で両親を亡くし、辛く悲しい思い

を持ちながらも、周りの方々に支えられ、

必死で生きてきたことが、真っすぐ伝わ

ってきます。 

心に響きました。 

長い休みが明け、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。 

１日に転入生９名を迎え、６４７名で２学期が始まりました。 

今年の夏も暑さは異常であり、猛暑日の記録も新たに作られました。そんな気候の中でも大

きな事故なく全校の子どもたちが無事に始業式を迎えられたことに感謝申し上げます。 

この暑さで植物も弱り、食べ物が少ないからでしょうか。今年は熊の出没が全国で相次ぎ悲

しい事故も起きました。人間にとっては恐ろしいことであり困りますが、熊も生きるための行

動なのだと思います。これまでは、あまり出会うことなく共存できていたものが、鉢合わせを

余儀なくされています。自然界の歯車が歪んできているのを感じます。 

自然の力は人の力をはるかに上回り、私たちではどうにもできないことが起こります。 

この夏、福島を旅してきました。 

その際に、浪江町立請戸小学校を訪ねました。 

この学校は、海の近くにあり見晴らしもよく環境に恵まれた中で子どもたちが伸び伸びと育

っていたことが想像されました。ところがあの日、２０１１年３月１１日、津波によって甚大

な被害を受けました。幸いにもこの学校の子どもたちは、先生とともに裏山に避難し、全員無

事でしたが、校舎は大きな被害を受け、廃校となってしまいました。 

船の形を模したモダンな建物で、体育館は ARENA（アリーナ）と呼ばれていましたが、す

べてが破壊されました。 

体育館の入り口の扉は大きく曲がり、床は沈み、放送室の機器は倒れ、目を覆いたくなる光

景でした。 

津波の恐ろしさを伝えるために、そのままの姿で残っています。 

９月１日の「防災の日」に改めて私たちの生き方・暮らし方を見つめなおしたいと考えます。 

【
あ
の
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私
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【津波で設備が破壊された 

給食室】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月）始業式・引き渡し訓練     １７日（水）クラブ 

２日（火）登校指導           １８日（木）１年シャボン玉教室 

３日（水）給食開始                 PTA役員会 

４日（木）平常日課           １９日（金）５年校外学習 

６日（土）～７日（日）         ２３日（火）秋分の日 

     市内科学工夫作品展      ２４日（水）～２６日（金）       

８日（月）委員会                  短縮４校時日課 

１０日（水）定例研            ２５日（木）学校運営協議会 

１１日（木）１年人権教室・ロング昼休み  ２８日（日）二中ブロック地区別音楽会 

１４日（日）菅野まつり          ２９日（月）不審者対応訓練 

１５日（月）敬老の日                 引き落とし日 

３０日（火）おはなしパレット読み聞かせ 

 

 

       

       

 

 ぶどうはいづこへ？  
 
昨年度に引き続き、校長室前のぶどう棚にはたくさんの実が実って 

いました。 
今年度も９月になって全校のみんなで味わうことを楽しみにしてお 

りましたが、お盆明けの８月１９日（火）出勤しますと、なんとあれ 
ほどたくさん実っていたぶどうが跡形もなくすべてなくなっていたの 
です。 
これはショックでした。本当に楽しみにしておりました。 
早めに色づいた実一粒咥えていく鳥はいましたが、房ごとは食べません。 
残念ながら、鳥などの生き物ではなく人の力が加わっているようです・・・。 
 

 

 

の予定 

 ご家庭ではいかがですか？  
 
７月号でも「デジタル依存症」について書かせていただきましたが、 

愛知県豊明市では、仕事や勉強以外でのスマートフォンやタブレット、 

ゲーム機の使用は２時間以内を目安にするよう促す条例案を市議会に 

提出しました。 

これは、スマートフォンやタブレット、ゲーム機などの長時間使用は、睡眠不足などの健康

面だけではなく家族の会話が短くなるなど家庭環境に悪影響を与え、子どもたちの健全な成育

を妨げるおそれがあるからだとしています。 

さらに小学生は午後９時以降は使用しないことも加えられています。この条例に強制力や罰

則はないのですが、スマホ等の使用について考える機会を与えてくれたことは確かだと思いま

す。 

我が家を振り返ってみますと、確かに同じ部屋で過ごしていてもお互いがスマホに向き合っ

て、何時間も会話がないということもよくあります。 

これは、人と人とのつながりにおいても由々しき事態です。 

このような条例がなくても、使用する約束を決めて有効に活用しているご家庭も多くあると

思いますが、 改めて使用について考えてみるのはいかがでしょうか。 
 

 

 


